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平成 19年 3月 22日 
各 位 
 

会 社 名 株式会社夢真ホールディングス  
代 表 者 名 代表取締役会長兼社長 佐藤 眞吾  
（コード番号 ２３６２ 大証ヘラクレス） 
問 合 せ 先 執行役員経理部部長  青木 由行  
（ＴＥＬ   ０３－３５８０－５４３４） 

 
 

平成１９年９月期業績予想（連結・単体）の修正に関するお知らせ 
 
平成 18年 11月 20日付け当社「平成 18年 9月期決算短信」にて公表した平成 19年 9月期

（平成 18年 10月 1日～平成 19年 9月 30日）業績予想（連結・単体）を下記の通り修正いた 
します。 

記 
 
１．平成 19年 9月期中間単体業績予想の修正（平成 18年 10月 1日～平成 19年 3月 31日） 

              （単位：百万円） 

 
2．平成 19年 9月期通期単体業績予想の修正（平成 18年 10月 1日～平成 19年 9月 30日） 

              （単位：百万円） 

 
 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 900 640 310 
今回修正予想（B）           530         △410           820 
増減額（B－A）         △370        △1,050           510 
増減率（％）         △41.1             －          164.5
前期（平成 18年 9月期中間）実績           589           169            19 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 1,800 1,290 620 
今回修正予想（B）         1,070         △430           810 
増減額（B－A）         △730       △1,720           190 
増減率（％）        △40.6             －           30.6
前期（平成 18年 9月期）実績         1,092           237            56 
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３．平成 19年 9月期中間連結業績予想の修正（平成 18年 10月 1日～平成 19年 3月 31日） 
              （単位：百万円） 

 
４．平成 19年 9月期通期連結業績予想の修正（平成 18年 10月 1日～平成 19年 9月 30日） 

              （単位：百万円） 

 
５．業績修正の理由 
 （１）単体 
    ①中間期 
      売上高について、人材関係子会社は堅調であるものの、平成 19年 2月 15日開

示しました当社子会社である株式会社夢真総合設備の譲渡及びその他の子会社の

業績が軟調なため経営指導収入が減少し、その結果売上高は減少する見込みであ

ります。 
利益について、有価証券売却損等の計上により経常損失は 410百万円になる見
込みであります。反面、株式会社夢真総合設備の株式売却益を特別利益に計上し、

子会社株式評価損等を特別損失に計上することにより中間純利益は当初予想を

510百万円上回る 820百万円になる見込みであります。 
 
    ②通期 
      主に単体中間期の修正理由によるものであります。 
 
  （２）連結 
     ①中間期 
      子会社の事業損益を見直しましたところ、株式会社夢真など人材派遣事業の業

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 37,200 1,700 900 
今回修正予想（B）         33,100           200           970 
増減額（B－A）        △4,100       △1,500            70 
増減率（％）         △11.0         △88.2            7.8
前期（平成 18年 9月期中間）実績         24,735         1,369           551 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 78,500 3,800 2,000 
今回修正予想（B）        56,000         1,400         2,000 
増減額（B－A）      △22,500       △2,400             0 
増減率（％）        △28.7         △63.2            － 
前期（平成 18年 9月期）実績       41,554           1,286            69 
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績は堅調に推移しておりますが、不動産・建設事業及びその他事業の業績が軟調

であり、売上高及び経常利益は減少する見込みであります。しかしながら株式会

社夢真総合設備の株式譲渡による売却益を特別利益に計上し、子会社に対するの

れんの減損処理額等を特別損失に計上することにより、結果として中間純利益は

当初予想を 70百万円上回る 970百万円となる見込みであります。 
     
    ②通期 
     株式会社夢真総合設備売却等により、売上高、経常利益は減少するものの、特

別利益が増加し当期純利益は、当初予想の 20億円を据え置きます。 
 
    上記の業績予想修正につきましては、現在入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、今後様々な要因によって変動する可能性があります。 
 

以  上 


